
「
十
符
人（
と
ふ
と
）」で
は
、
毎
月
、

利
府
の
魅
力
づ
く
り
や
魅
力
発
信
に
貢
献

し
て
い
る
方
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

馬
を
愛
し
て
、好
き
を
仕
事
に
。

み
ん
な
に
伝
え
た
い
、馬
の
魅
力
。

幻
冬
舎
コ
ミ
ッ
ク
ス
か
ら
出
版
。「
人
に

恵
ま
れ
、
本
当
に
運
が
良
か
っ
た
と
し
か

言
え
ま
せ
ん
」と
、
じ
ゅ
り
さ
ん
。
東
京

競
馬
場
ほ
か
各
地
の
競
馬
場
、ま
た
J
R
A

関
連
の
グ
ッ
ズ
等
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
し
て
、
現
在
も
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い

ま
す
。「
自
分
の
イ
ラ
ス
ト
が
世
に
出
て
、

い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
感
想
を
い
た
だ
け
る

の
は
嬉
し
い
で
す
ね
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

ご
主
人
の
希
望
も
あ
っ
て
2
0
1
2
年
に

自
宅
兼
仕
事
場
を
利
府
町
に
構
え
、
昨
年

は『
利
府
ス
ポ
ー
ツ
流
鏑
馬（
や
ぶ
さ
め
）

大
会
』に
ブ
ー
ス
を
出
店
。
北
海
道
新
ひ
だ

か
町
の
サ
ポ
ー
ト
大
使
も
務
め
る
じ
ゅ
り

さ
ん
、「
利
府
町
で
も
小
学
校
な
ど
で
馬
の

イ
ラ
ス
ト
の
描
き
方
や
馬
の
魅
力
を
伝
え
る

特
別
授
業
な
ど
が
出
来
た
ら
い
い
で
す
ね
。

た
く
さ
ん
の
方
が
馬
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

た
ら
最
高
で
す
」と
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　中
学
時
代
に
将
来
は
馬
に
関
わ
る
仕
事
を

し
た
い
と
思
い
、
高
校
卒
業
後
は
北
海
道

の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
生
産
牧
場
に
就
職
す
る

も
の
の
、
厳
し
い
世
界
に
半
年
で
退
職
。

神
奈
川
に
戻
り
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
働
き
な

が
ら
独
学
で
馬
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
始
め
た

と
い
う
お
が
わ
じ
ゅ
り
さ
ん
。「
乗
馬
ク
ラ
ブ

の
会
員
さ
ん
の
紹
介
で
乗
馬
雑
誌
の
出
版

社
に
イ
ラ
ス
ト
を
持
ち
込
み
、
仕
事
を
頂

く
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
初
で
す
ね
」と
話

し
ま
す
。
愛
く
る
し
い
馬
の
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
た
缶
バ
ッ
ジ
な
ど
は
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
た
ま
た
ま
馬
グ
ッ
ズ
会
社
の
社

長
さ
ん
の
目
に
留
ま
り
商
品
化
。
ブ
ロ
グ

で
始
め
た『
元
競
走
馬
の
オ
レ
っ
ち
』は
、

さくま じゅり

パソコンで
競走馬のイラストを
制作中のじゅりさん

愛くるしい馬のイラストが描かれたグッズの数々

神奈川県出身、1978年生まれ。高校卒業後、北海道のサラブレッド生産
牧場を経て乗馬クラブに勤務。その頃から馬のイラストを描き始め、乗馬
雑誌でデビュー。オリジナルグッズも商品化され、2007年には中山競馬
場・地下通路のイラストを担当。2012年に利府町に移住。現在もJRA

（日本中央競馬会）を中心に、様々な場で活躍中。

馬のイラストレーター
おがわ  じゅりさん（本名：佐久間　樹理さん）

Good  Movement 活動日記Good  Movement 活動日記

■ハマスカキャンドルナイト（令和５年11月25日）
　メッセージキャンドルづくりワークショップのお手伝いや、
サウナプロジェクトメンバーのテントサウナブース出店など
を通して地域の皆さんとの交流を重ねることができました。

■親子運動会（令和５年12月16日）
　スポーツプロジェクトの土屋さんと利府町で共催し、様々な種目のほか、ニュース
ポーツ体験などで会場は盛り上がりを見せていました。

■町民の皆さんのリアルな声をまちづくりへ
　今後も地域のみなさんとの交流を重ねながら、リアルな声を反映したまちづくりを
していけるよう活動しています。みなさんぜひ応援していただけたら嬉しいです！

Vol.2 イベントでのにぎわいづくり

利府町の活性化と社会起業家の育成を目指すプロジェクト
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広報りふWEB版
編集後記　　　　　　今月号は二十歳を祝う会の様子や、その代表者と町長との新春座談会を
2ページに渡って特集しました。座談会の記事では主な概要のみを掲載しましたが、その
他にも学生ならではの視点から、時事問題や最近の流行などについて、活発な話し合いが
行われ、最後には、参加した3名から将来の目標を聞かせていただきました。二十歳を
迎えられた皆さん、将来の夢や目標に向かってこれからも頑張ってください！（S）


